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サンプルプログラム(シリアル通信編)　関数仕様

使用法説明書(V850ES/Kx1,V850ES/Kx1+）

本説明書はV850ES/Kx1, V850ES/Kx1+用のシリアル通信系のサンプルソフトウェアの

動作を説明したものです。

ご注意

本ソフトウェアはあくまで参考用のソフトであり、当社がこの動作を保証するものでは

ありません。

本ソフトウェアを使用する場合、お客様のセット上で十分な評価の上ご使用いただき

ますようお願いいたします。
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関数一覧表は以下のように構成されています。

テーマ　（　ハードウェア略号　）

【機　　　　　能】 テーマの説明

【関　　数　　名】 サンプル関数の名前

【引　　　　　数】 引数の型と概要

【処　理　内　容】 サンプル関数の処理内容

【起　動　方　法】 関数の呼び出し条件

【使　用 S  F  R】 レジスタ名と設定内容

【 call   関　数】 呼び出し関数の名前と機能

【変　 　　数】 サンプル関数での使用変数の型、名前、概要

【割　り　込　み】 関数名

【割り込み 要 因】 名称

【使 用 ハ ー ド】 その他使用リソース

【フ ァ イ ル 名】 対応するサンプルプログラム・ファイル名

【注　意　事　項】 関数使用上の注意。使い方

割り込み関数

【関　　数　　名】

【概　　　　　要】 処理の目的

【要　　　　　因】 指定無し

【 call   関 数】 無し

【変　 数】 変数名　機能　

【フ ァ イ ル 名】 対応するサンプルプログラム・ファイル名

【注　意　事　項】 無し
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シリアル・インターフェース UART 送信 ( UARTn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 送信準備(URTE0 = 1、TEX0 = 1)の設定を行ったあとで
送信バッファ0レジスタに(TXB0)に送信データを書きこむことで、
データを出力します。

【関　　数　　名】 uart_transmit

【引　　　　　数】 unsigned char tra_CKSR0 クロックの分周
unsigned char tra_BRGC0 ボーレートの設定
unsigned char tra_ASIM 送信データのフォーマット

【処　理　内　容】 UART送信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
ボーレート： 9600bps
パリティ・ビット：なし
データ長：8ビット
ストップ・ビット：1ビット
送信データ：0ｘA5、0～9(10進)
転送方向：LSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールしてください。
・コールする前にTXD0端子の設定を行ってください。
・メインクロックを16MHzに設定してください。
・uart_transmit_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 STIC0 INTST0割り込みのマスクとレベルの設定
CKSR0 基本クロックの選択
BRGC0 ボー・レートを制御
ASIM0 UART0の転送動作を制御

【 call    関数】 main メイン関数

【変　 　 数】 無し

【割　り　込　み】 uart_transmit_int

【割り込み 要 因】 INTST0

【フ ァ イ ル 名】 uart_transmit¥UART_1.c , uart_transmit¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・UARTnを使用する場合は、必ずUARTnに関連する外部端子をコント
ロール・モードに設定した後で、UARTnの設定を行ってください。
・TXD端子と送信データの初期化はuart_transmit_ini関数で行ってい
ます。
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【関　　数　　名】 uart_transmit_st

【引　　　　　数】 unsigned char dummy 初回送信データ

【処　理　内　容】 uart_transmitの起動関数です。

【起　動　方　法】 uart_transmit関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 TXE0 送信許可
TXB0 送信バッファ

【 call    関数】 無し

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 uart_transmit¥UART_1.c

【注　意　事　項】 無し

割り込み関数

【関　　数　　名】 uart_transmit_int

【概　　　　　要】 ・ポインタ操作により、buf[TRA_SIZE]のデータを1バイトずつ送信し
ます。
・ポインタのインクリメントで、次の送信データ格納先を指定します。

【要　　　　　因】 INTST0 UART0送信完了

【 call    関数】 無し

【変　 数】 unsigned  char buf[TRA_SIZE] 送信データを格納
unsigned  char *p_buf 送信データのアドレスを格納　

【フ ァ イ ル 名】 uart_transmit¥UART_1.c

【注　意　事　項】 無し
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uart_transmit

TXD0端子設定

・UART送信許可
(　TXE0 ： ASIM0レジスタのビット6　)
・データ送信

ret

uart_
transmit_ini

PMC3L.0 ← 1

tra_ASIM &= 0x9F
STMK0 ← 0

CKSR0 ←　tra_CKSR0
BRGC0 ← tra_BRGC0
ASIM0　← tra_ASIM
UARTE0 ← 1

uart_
transmit

・ASIM0への設定する値の
　ビット6～5をマスク
・INTSR0割り込み許可
・fclk
・ボーレート
・送信データのフォーマット
・UART動作許可

TXE0 ← 1
TXB0 ← dummy

uart_transmit
_int

TXB0 ← *p_buf *p_bufを送信

reti

ini_buf 送信データの作成

p_buf ←
p_buf +1

(p_buf > buf +
TRA_NUM - 1)
||

(TRA_NUM >TRA_SIZE)

TXE0  ← 0 UART送信禁止

・送信データはbuf[TRA_SIZE]の終点
・送信データは指定回数

ポインタ
インクリメント

Yes

No

ini_buf

p_buf ← &buf[0]

ret

count ←
 count +1

count <
sizeof buf /
sizeof buf[0]

p_buf ←
 p_buf +1

ポインタ初期化

ループ
処理回数は配列数?

ポインタ
インクリメント

Yes

No

*p_buf ← count 初期値を格納

カウンタ
インクリメント

count ← 0 カウンタ初期化

INTSR0
(UART0の送信完了)

UART　　送信

p_buf ← &buf[0] ポインタ初期化

UART　送信

main

uart
_transmit
_ini

UART　送信

uart
_transmit_st

UART　送信(起動)
uart_transmit_st

ret

ret

EI 割り込み許可
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シリアル・インターフェース UART 受信 ( UARTn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 受信準備 ( URTE0 = 1、RXE0 = 1 ) の設定を行うことで、受信待ちの
状態になります。この状態でRXE0端子から、スタートビットの検出に
より設定されたボーレートでデータを受信します。

【関　　数　　名】 uart_reception

【引　　　　　数】 unsigned char rec_CKSR0 クロックの分周
unsigned char rec_BRGC0 ボーレートの設定
unsigned char rec_ASIM 受信データのフォーマット

【処　理　内　容】 UART受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
ボーレート： 9600bps
パリティ・ビット：なし
データ長：8ビット
ストップ・ビット：1ビット
転送方向：LSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールしてください。
・コールする前にRXD0端子の設定を行ってください。
・メインクロックを16MHzに設定してください。
・uart_reception_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 SREIC0 INTSRE0割り込みのマスクとレベルの設定
SRIC0 INTSR0割り込みのマスクとレベルの設定
CKSR0 基本クロックの選択
BRGC0 ボー・レートを制御
ASIM0 UART0の転送動作を制御

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 無し

【割　り　込　み】 uart_rece_int
uart_rece_err_int

【割り込み 要 因】 INTSR0
INTSRE0 

【フ ァ イ ル 名】 uart_reception¥UART_2.c , uart_reception¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・UARTnを使用する場合は、必ずUARTnに関連する外部端子をコント
ロール・モードに設定した後で、UARTnの設定を行ってください。
RXE端子と受信データ格納先の初期化はuart_reception_ini関数で行っ
ています。
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【関　　数　　名】 uart_reception_st

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 uart_receptionの起動関数です。

【起　動　方　法】 uart_reception関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 RXE0 受信許可

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 uart_reception¥UART_2.c

【注　意　事　項】 無し

割り込み関数

【関　　数　　名】 uart_rece_int

【概　　　　　要】 ・ポインタ操作により、受信データをbuf[REC_SIZE]に格納します。
・ポインタインクリメントで次の受信データ格納先を指定します。

【要　　　　　因】 INTSR0 UART0受信完了

【 call     関数】 無し

【変　 数】 unsigned  char  buf[10] 受信データを格納
unsigned  char *p_buf　 受信データのアドレスを格納

【フ ァ イ ル 名】 uart_reception¥UART_2.c

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 uart_rece_err_int

【概　　　　　要】 受信エラー発生の原因をerror_codeに格納します。

【要　　　　　因】 INTSRE0 UART0受信エラー発生

【 call     関数】 無し

【変　 数】 unsigned  char reception_error_ram　　　エラーデータを格納
unsigned  char error_code               エラーの発生要因を格納

【フ ァ イ ル 名】 uart_reception¥UART_2.c

【注　意　事　項】 無し
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RXD0端子設定

ret

UART受信許可
(　RXE0 ： ASIM0
レジスタのビット5　)

uart_
reception_ini

PMC3L.1 ← 1

uart_
reception

・ASIM0への設定する値の
　ビット6～5をマスク
・INTSRE0割り込み許可
・INTSR0割り込み許可
・カウントクロック
・ボーレート
・受信データのフォーマット
・UART動作許可

uart_
reception

RXE0 ← 1

ret

p_buf ←
&buf[0］

ポインタ初期化

UART　　受信

rec_ASIM &= 0x9F
SREMK0 ← 0
SRMK0 ← 0
CKSR0 ← rec_CKSR0
BRGC0 ← rec_BRGC0
ASIM0　← rec_ASIM
UARTE0 ← 1

uart_rece_int

*p_buf ← RXB0 受信

reti

uart_rece
_err_int

reception_error_ram ← RXB0
error_code ← ASIS0

・エラー受信データ取りこみ
・エラーコード取り込み

reti

p_buf ←
p_buf +1

ポインタ
インクリメント

INTSR0
(UART0受信完了)

INTSRE0
(UART0受信エラー発生)

UART　受信

main

uart
_reception
_ini

UART　受信

uart
_reception
_st

UART　受信(起動)

uart_reception
_st

ret

p_buf >
buf + REC_NUM - 1)

||
(REC_NUM > REC_SIZE

RXE0  ← 0
UART受信禁止
(　RXE0 ： ASIM0
レジスタのビット5　)

・受信データはbuf[REC_SIZE]の終点
・受信データは指定回数

Yes

No

EI 割り込み許可
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シリアル・インターフェース UART 送受信 ( UARTn )  KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 送受信準備 (URTE0 = 1、TEX0 = 1 、RXE0 = 1)の設定を行ったあと
で送信バッファレジスタに(TXB0) に送信データ書き込むことで、
データを送信します。
またスタートビットの検出によりデータを受信します

【関　　数　　名】 uart_trans_receive_0

【引　　　　　数】 unsigned char set_CKSR0 クロックの分周
unsigned char set_BRGC0 ボーレートの設定
unsigned char set_ASIM 転送データのフォーマット

【処　理　内　容】 UART送受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
ボーレート： 9600bps、パリティ・ビット：なし
データ長：8ビット、ストップ・ビット：1ビット
送信データ： 0～9、転送方向：LSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールしてください。
・コールする前にRXD0端子の設定を行ってください。
・メインクロックを16MHzに設定してください。
・uart_tra_rec_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 SRIC0 INTSR0割り込みのマスクとレベルの設定
STIC0 INTST0割り込みのマスクとレベルの設定
CKSR0 基本クロックの選択
BRGC0 ボー・レートを制御
ASIM0 UART0の転送動作を制御

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 unsigned  char  buf_0[TRA_SIZE]　　送信データを格納
unsigned  char  buf_1[REC_SIZE]　　受信データを格納
unsigned  char  p_uart_0 　　　 送信データ格納先のアドレス
unsigned  char  p_uart_1 　　　 受信データ格納先のアドレス

【割　り　込　み】 uart_tra_0_int
uart_rece_0_int

【割り込み 要 因】 INTST0　
INTSR0

【フ ァ イ ル 名】 uart_trans_receive_0¥UART_3.c , uart_trans_receive_0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・UARTnを使用する場合は、必ずUARTnに関連する外部端子をコン
トロール・モードに設定した後で、UARTnの設定を行ってください。
・RXE端子と送信、受信データ格納先の初期化は、
uart_trans_receive_0_ini関数で行っています。



NEC Electronics Corporation
January 2004

11

割り込み関数

【関　　数　　名】 uart_tra_rec_st

【引　　　　　数】 unsigned char dummy 初回送信データ

【処　理　内　容】 uart_trans_receive_0の起動関数です。

【起　動　方　法】 uart_trans_receive_0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 TXE0 送信許可
TXB0 送信バッファ
RXE0 受信許可

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 uart_trans_receive_0¥UART_3.c

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 uart_rece_0_int

【概　　　　　要】 ・ポインタ操作により、受信データをにbuf_1[REC_SIZE]
に格納します。
・ポインタインクリメントで次の受信データ格納先を指定します。

【要　　　　　因】 INTSR0 UART0受信完了

【 call     関数】 無し

【変　 数】 unsigned  char buf_1[REC_SIZE] 受信データを格納
unsigned  char p_uart_1 受信データ格納先のアドレス

【フ ァ イ ル 名】 uart_trans_receive_0¥UART_3.c

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 uart_tra_0_int

【概　　　　　要】 ・ポインタ操作により、buf_0[TRA_SIZE] のデータを送信します。
・ポインタのインクリメントで、次の送信データ格納先を指定します。

【要　　　　　因】 INTST0 UART0送信完了

【 call     関数】 無し

【変　 数】 unsigned  char buf_0[TRA_SIZE] 送信データを格納
unsigned  char p_uart_0 送信データ格納先のアドレス

【フ ァ イ ル 名】 uart_trans_receive_0¥UART_3.c

【注　意　事　項】 無し
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UART　　送受信

uart_tra_0_int

TXB0 ←
*p_uart_0

*p_uart_0
を送信

reti

p_uart_0 ←
p_uart_0 + 1

p_uart_0 >
buf_0 + TRA_NUM - 1

||
TRA_NUM > TRA_SIZE

TXE0 ← 0 送信禁止

・送信データはbuf[TRA_SIZE]の終点?
・送信データは指定回数

ポインタ
インクリメント

Yes

No

uart_rece_0_int

*p_uart_1 ←
RXB0

受信データを
*p_uart_1 に格納

reti

p_uart_1 ←
p_uart_1 + 1

p_uart_1 >
buf_1 + REC_NUM - 1)

||
(REC_NUM > REC_SIZE

RXE0 ← 0

ポインタ
インクリメント

・受信データはbuf[REC_SIZE]の終点?
・受信データは指定回数

Yes

No

INTST0
(UART0送信完了)

INTSR0
(UART0受信完了)

受信禁止

uart_trans
_receive_0

TXD0端子設定
RXD0端子設定

・受信許可
・送信許可
・データ送信ret

uart_trans
_receive_0_ini

PMC3L ← 0x03

uart_trans
_receive_0

ret

ini_buf_0

ini_buf_0

p_uart_0 ←
&buf_0[0]

ret

count ←
count + 1

count <
(sizeof buf_0
/

sizeof buf_0[0])

*p_uart_0 ←
count

ポインタ
初期化

ループ
処理回数は
buf_0[TRA_SIZE]回

Yes
No

p_uart_0 ←
p_uart_0 + 1

ポインタ
インクリメント

送信データ
を格納

set_ASIM &= 0x9F
SRMK0 ← 0
STMK0 ← 0

CKSR0 ←　set_CKSR0
BRGC0 ← set_BRGC0
ASIM0　← set_ASIM
UARTE0 ← 1

count　← 0
カウンタ
初期化

カウンタ
インクリメント

p_uart_0 ←
&buf_0[0]

ポインタ
初期化

・ASIM0への設定する値の
　ビット6～5をマスク
・INTSR0割り込み許可
・INTST0割り込み許可
・カウントクロック
・ボーレート
・通信データのフォーマット
・UART動作許可送信データ

初期化

UART　送受信

p_uart_1 ←
&buf_1[0]

ポインタ
初期化

main

uart_trans
_receive_0
_ini

UART　送受信

uart_tra
_rec_st

UART　送受信(起動)

ret

RXE0 ← 1
TXE0 ← 1
TXB0 ← dummy

uart_tra_rec_st

EI 割り込み許可
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シリアル・インターフェース CSI 送信( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 送受信モード( CSIMA1レジスタのTRMD1ビット= 1 ) は、送信
データバッファレジスタSOTB1(16ビット) / SOTB1L ( 8ビット )　へ
のライトで送信動作を開始します。

【関　　数　　名】 csi_single_transmit

【引　　　　　数】 unsigned char sin_tra_CSIM01 転送データのフォーマット
unsigned char sin_tra_CSIC1 クロックの分周

【処　理　内　容】 CSI送信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：fxx/16
データ長：8ビット
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSO01、SCK01端子の設定を行ってください。
・スレーブ側の通信準備が終わった後でコールして下さい。
・csi_sing_tra_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【設　　　　　定】 CSI0IC1 INTCSI01割り込みのマスクとレベルの選択
CSIM01 CSI01の動作を制御
CSIC1 転送動作、クロックの選択

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 無し

【割　り　込　み】 無し

【フ ァ イ ル 名】 csi_single_transmit¥csi_tsm1.c , csi_single_transmit¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・ SO01、SCK01端子と送信データの初期化はcsi_single_transmit_ini
関数で行っています。
・通信を継続する為にメインループ内にcsi_tsm1_mloop関数をコール
して下さい。
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シリアル・インターフェース CSI　送信 ( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【関　　数　　名】 csi_tsm1_mloop

【引　　　　　数】 unsigned char data 次の転送データ

【概　　　　　要】 次のデータを送信します。

【起　動　方　法】 メインループでコールして下さい。

【 call     関数】 無し

【変　 数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 csi_single_transmit¥csi_tsm1.c

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 csi_sing_tra_st

【引　　　　　数】 unsigned char first_data 初回送信データ

【処　理　内　容】 csi_single_transmitの起動関数です。

【起　動　方　法】 csi_single_transmit関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSI0E1 CSI1動作許可
SOTB1L 送信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 csi_single_transmit¥csi_tsm1.c

【注　意　事　項】 無し
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・INTCSI01割り込み処理禁止
・データフォーマットの設定
・カウントクロックの設定
・送受信モード
・CSI動作禁止

CSI0MK1 ← 1
CSIM01 ← sin_tra_CSIM01
CSIC1 ← sin_tra_CSIC1
TRMD1 ← 1
CSI0E1 ← 0

CSI　送信

csi_single
_transmit_ini

PFC9L.7 ← 1
PMC9L.7 ← 1
PFC9H.0 ← 1
PMC9H.0 ← 1
PFC9H.1 ← 1
PMC9H.1 ← 1

SI01端子設定
SO01端子設定
SCK01端子設定

ret

csi_single
_transmit

csi_single
_transmit

csi_tsm1_mloop

CSI0IF1

CSI0IF0 ← 0

SOTB1L ← data

ret

Yes

No

割り込み要求フラグ
セット?

フラグクリア

データ送信

csi_tsm1
_mloop

次のデータを送信

CSI送信

main

csi_single
_transmit
_ini

EI 割り込み許可

CSI　送信(設定)

csi_sing
_tra_st

CSI　送信(起動)

ret

csi_sing_tra_st

CSI0E1 ← 1
SOTB1L ←
first_data

ret

・CSI動作許可
・データ送信



NEC Electronics Corporation
January 2004

16

シリアル・インターフェース CSI　受信 ( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 受信専用モード( CSIMA0 レジスタのTRMD0ビット= 0 ) の場合、受信
データバッファレジスタSIRB0(16ビット) / SIRB0L ( 8ビット )　の
リードで受信動作を開始します。

【関　　数　　名】 csi_single_reception

【引　　　　　数】 unsigned char sin_rec_CSIM00　　　　　転送データのフォーマット
unsigned char sin_rec_CSIC0 　　　　　クロックの分周

【処　理　内　容】 CSI受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：スレーブモード
データ長：8ビット
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・コールする前にSI00、SCK00端子の設定を行ってください。
初期設定でコールして下さい。
・マスタ側の通信動作が開始前にコールして下さい。
・csi_sin_rec_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【設　　　　　定】 CSI0IC0 INTCSI00割り込みのマスクとレベルの選択
CSIM00 CSI00の動作を制御
CSIC0 転送動作、クロックの選択

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 unsigned  char 　buf [SIZE_BUF ]　　 受信データを格納
unsigned  char *p_buf 　　　　受信データ格納先のアドレス

【割　り　込　み】 csi_single_reception_interrupt

【フ ァ イ ル 名】 csi_single_receiption¥csi_rss0.c , csi_single_receiption¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SI00、SCK00端子の設定と送信、受信データ格納先の
初期化は、csi_single_reception_ini関数で行っています。
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【関　　数　　名】 csi_sin_rec_st

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 csi_single_receptionの起動関数です。

【起　動　方　法】 csi_single_reception関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSI0E0 CSI0動作許可
SIRB0L 受信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 unsigned  char buf[SIZE_BUF]   受信データを格納

【フ ァ イ ル 名】 csi_single_receiption¥csi_rss0.c

【注　意　事　項】 無し

割り込み関数

【関　　数　　名】 csi_single_rece_int

【概　　　　　要】 ・受信バッファレジスタからデータをリードし、ポインタ操作により、
buf[SIZE_BUF ]の受信データを1バイトずつ格納します。
・ポインタのインクリメントで、次の送信データ格納先を指定します。

【要　　　　　因】 INTCSI00 CSI00の転送完了

【 call     関数】 無し

【変　 数】 unsigned  char buf[SIZE_BUF] 受信データを格納
unsigned  char *p_buf 受信データ格納先のアドレス

【フ ァ イ ル 名】 csi_single_receiption¥csi_rss0.c

【注　意　事　項】 無し
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SI00端子設定
SCK00端子設定

csi_single_
reception_ini

PMC4.0 ← 1
PMC4.2 ← 1

csi_single
_reception

ret

ini_buf
ini_buf

p_buf ← &buf[0]

ret

count <
sizeof buf
/ sizeof
buf[0]

*p_buf ← 0

ループ処理回数は
buf[SIZE_BUF]回

Yes
No

p_buf
= p_buf +1

初期値を格納

count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ←
count + 1

カウンタを
インクリメント

ポインタ初期化

カウンタ初期化

CSI　受信

p_buf ← &buf[0]
ポインタ
初期化

アイドル状態?
(　CSOT0： CSIM00
レジスタのビット0　)

CSI0MK0 ← 0
CSIM00 ← sin_rec_CSIM00
CSIC0 ← sin_rec_CSIC0
TRMD0 ← 0
CSI0E0 ← 0

・INTCSI00割り込み許可
・データフォーマットの設定
・カウントクロックの設定
・受信モード
・CSI動作禁止

csi_single
_reception

CSI0E0 ← 1

データ受信

CSOT0 は 0?

buf[0] ← SIRB0L

ret

No

Yes

csi_single
_rece_int

reti

p_buf ←
p_buf + 1

ポインタインクリメント

ポインタ初期化

INTCSI00
(CSI00の転送完了)

p_buf > &
buf[SIZE_BUF]

p_buf ←&buf[0]

Yes

No

アイドル状態?
(　CSOT0： CSIM00
レジスタのビット0　)

データ受信

CSOT0 は 0?

*p_buf ← SIRB0L

No

Yes

CSI受信

受信データの初期化

main

csi_single
_reception
_ini

EI 割り込み許可

CSI　受信(設定)

csi_sin
_rec_st

CSI　受信(起動)

CSI動作許可

csi_sin_rec_st

ret
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シリアル・インターフェース CSI　送受信 ( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 CSIMA0 レジスタの(TRMD0ビット= 1)の場合、送信データバッファ
レジスタSOTB0(16ビット) / SOTBL0 (8ビット)へのライトで送受信
動作を開始します。

【関　　数　　名】 csi_dsm0

【引　　　　　数】 unsigned char sin_CSIM00 転送データのフォーマット
unsigned char sin_CSIC0 クロックの分周

【処　理　内　容】 CSI送受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：fxx/16
データ長：8ビット
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前に、SI00 SO00、SCK00端子の設定を行ってください。
・スレーブ側の通信準備が終わった後でコールして下さい。
・csi_dsm0_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【設　　　　　定】 CSI0IC0 INTCSI00割り込みのマスクとレベルの選択
CSIM00 CSI00の動作を制御
CSIC0 転送動作、クロックの選択

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 buf_rec0 [SIZE_BUF_REC0] 受信データを格納
first_data 送信データを格納

【割　り　込　み】 無し

【フ ァ イ ル 名】 csi_dsm0¥csi_dsm0.c , csi_dsm0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SI00、 SO00、SCK00端子の設定と送信、受信データ格納先の
初期化は、bis_receive_ini関数で行っています。
・通信を継続する為にメインループ内にcsi_dsm0_mloop関数をコール
して下さい。
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シリアル・インターフェース CSI　送受信 ( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【関　　数　　名】 csi_dsm0_mloop

【引　　　　　数】 unsigned  char data 送信データを格納

【概　　　　　要】 次のデータの送受信

【起　動　方　法】 メインループでコールして下さい。

【 call      関 数】 無し

【変　 数】 unsigned  char buf_rec0 [SIZE_BUF_REC0]
受信データを格納

unsigned  char p_buf_rec0 受信データ格納先のアドレス

【フ ァ イ ル 名】 csi_dsm0¥csi_dsm0.c

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 csi_dsm0_st

【引　　　　　数】 unsigned char first_data 初回送信データ

【処　理　内　容】 csi_dsm0の起動関数です。

【起　動　方　法】 csi_dsm0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSI0E10 CSI0動作許可
SOTB0L 送信バッファ
SIRB0L 受信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 buf_rec0[SIZE_BUF_REC0] 受信データを格納

【フ ァ イ ル 名】 csi_dsm0¥csi_dsm0.c

【注　意　事　項】 無し
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SI00端子設定
SO00端子設定
SCK00端子設定

csi_dsm0_ini

PMC4.0 ← 1
PMC4.1 ← 1
PMC4.2 ← 1

csi_dsm0

ret

ini_buf0

ini_buf0

p_buf_rec0　←
&buf_rec0[0]

ret

count <
sizeof buf_rec0
/

sizeof buf_rec0[0]

*p_buf_rec0 ← 0

ループ処理回数は
SIZE_BUF_REC0回

Yes

No

p_buf_rec0
← p_buf_rec0 + 1

初期値を格納

count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ←
count + 1

カウンタを
インクリメント

ポインタ初期化

カウンタ初期化

CSI送受信

p_buf_rec0 ←
&buf_rec0[0]

ポインタ
初期化

CSI動作許可

アイドル状態?
(　CSOT0： CSIM00レジスタのビット0　)

CSI0MK0 ← 1
CSIM00 ← sin_CSIM00
CSIC0 ← sin_CSIC0
TRMD0 ← 1
CSI0E0 ← 0

・INTCSI00割り込み許可
・データフォーマットの設定
・カウントクロックの設定
・送受信モード
・CSI動作禁止

csi_dsm0

・データ送信
・ダミーデータ受信

CSOT0 は 0?

SOTB0L ←
first_data_0
&buf_rec0[0]
 ← SIRB0L

ret

No

Yes

受信データ
の初期化

CSI送受信

csi_dsm0
_mloop

次のデータを送受信

main

csi_dsm0_ini

EI 割り込み許可

CSI送受信(設定)

csi_dsm0_st CSI送受信(起動)

ret

csi_dsm0_st

CSI0E0 ← 1
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csi_dsm0_mloop

ret

p_buf_rec0 ←
p_buf_rec0 + 1

ポインタインクリメント

ポインタ初期化

p_buf_rec0 >
&buf_rec0
[SIZE_BUF_REC0]

p_buf_rec0 ←
&buf_rec0[0]

Yes
No

アイドル状態?
(　CSOT0： CSIM00
レジスタのビット0　)

データ受信

CSOT0 は 0?

*p_buf_rec0 ←
SIRB0L

No

Yes

CSI0IF0 は 1?

CSI0IF0 ← 0
割り込み要求
フラグクリア

Yes

No

割り込み要求
フラグセット？
(　CSI0IF： CSI0IC0
レジスタのビット7　)

SOTB0L←  data データ送信

CSI送受信
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シリアル・インターフェース CSI　繰り返しモード送信 ( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 割り込み要求発生時に次の転送データを予約する事で可変長
のデータを送信することができます。

【関　　数　　名】 csi_tmm1

【引　　　　　数】 unsigned char mul_tra_CSIM01 転送データのフォーマット
unsigned char mul_tra_CSIC1 カウントクロック
unsigned int tra_cnt データ転送回数

【処　理　内　容】 CSI繰り返しモードの送信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：fxx/16
データ長：8ビット
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSO01、SCK01端子の設定を行ってください。
・スレーブ側の通信準備が終わった後でコールして下さい。
・csi_tmm1_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSI0IC1 INTCSI01割り込みのマスクとレベルの選択
CSIM01 CSI01の動作を制御
CSIC1 転送動作、クロックの選択

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 unsigned  char buf_t1[SIZE_BUF_T1]
送信データを格納

unsigned  char p_buf_t1 送信データ格納先のアドレス
unsigned int trans_cnt 転送回数カウンタ

【フ ァ イ ル 名】 csi_tmm1¥csi_tmm1.c , csi_tmm1¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SO01、SCK1端子の初期化は、csi_tmm1_ini関数で行っています。
・通信を継続する為にメインループ内にcsi_tmm1_mloop関数をコール
して下さい。
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シリアル・インターフェース CSI　繰り返しモード送信 ( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 割り込み要求発生時に次の転送データを予約する事での可変長
のデータを送信することができます。

【関　　数　　名】 csi_tmm1_mloop

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 ・CSI0IF1がセットされたときに次のデータの送信予約を行います。
・転送動作回数のカウンタを監視し、変数trans_cnt回転送後に送信を
停止します。

【起　動　方　法】 メインループにでコールして下さい。

【使　用 S  F  R】 無し

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 unsigned  char buf_t1[SIZE_BUF_T1]
送信データ

unsigned  char p_ buf_t1 送信データの格納先のアドレス
unsigned int trans_cnt 転送回数カウンタ

【フ ァ イ ル 名】 csi_tmm1¥csi_tmm1.c , csi_tmm1¥MAIN.C

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 csi_tmm1_st

【引　　　　　数】 unsigned char first_data 初回送信データ
unsigned char data_2 2回目送信データ

【処　理　内　容】 csi_tmm1の起動関数です。

【起　動　方　法】 csi_tmm1関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSI0E1 CSI1動作許可
SOTBF1L 初回送信バッファ
SOTB1L 送信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 csi_tmm1¥csi_tmm1.c , csi_tmm1¥MAIN.C

【注　意　事　項】 無し
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SI01端子設定
SO01端子設定
SCK01端子設定

csi_tmm1_ini

PFC9L.7 ← 1
PMC9L.7 ← 1
PFC9H.0 ← 1
PMC9H.0 ← 1
PFC9H.1 ← 1
PMC9H.1 ← 1

csi_tmm1

ret

ini_buf_t1

ini_buf_t1

p_buf_t1　←
&buf_t1[0]

ret

count
<

sizeof buf_t1
/

sizeof buf_t1[0]

*p_buf_t1 ←
count

ループ
処理回数はSIZE_BUF_T1回

Yes

No

p_buf_t1
= p_buf_t1 +1

初期値を格納

count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ← count
+1

カウンタを
インクリメント

ポインタ初期化

カウンタ初期化

CSI　くり返し送信

p_buf_t1 ←
&buf_t1[0]

CSI動作許可
(　CSI0E1： CSIM00
レジスタのビット7　)

アイドル状態?
(　CSOT1： CSIM01
レジスタのビット0　)

trans_cnt = tra_cnt
CSI0MK1 ← 1

CSIM01 ← mul_tra_CSIC1
CSIC1 ← mul_tra_CSIC1
TRMD1 ← 1
CSI0E1 ← 0

・送信カウンタ初期化
・INTCSI01割り込み処理禁止
・・データフォーマットの設定
・カウントクロック
・送受信モード
・CSI動作禁止
(　CSI0E1： CSIM00
レジスタのビット7　)

csi_tmm1

CSI0E1 ← 1

1回目データ送信
2回目データ送信

CSOT1 は 0?

SOTBF1L ←
first_data
SOTB1L ← data2

ret

No
Yes

main

csi_tmm1_st

EI 割り込み許可

csi_tmm1_ini

csi_tmm1
_mloop

CSIくり返し送信

CSIくり返し送信
(起動)

次のデータを送信

送信データ
初期化

CSI　
くり返し送信

ポインタ
初期化

ret

csi_tmm1_st
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csi_tmm1_mloop

trans_cnt ←
trans_cnt - 1

ポインタインクリメント

・CSI動作禁止
(CSI0E1： CSIM00
レジスタのビット7)

CSI0E1 ← 0

CSI0IF1 は 1?

CSI0IF1 ← 0
割り込み要求フラグクリア
(　CSI0IF1： CSI0IC1
レジスタのビット7　)

Yes

No

割り込み要求フラグセット？
(　CSI0IF1： CSI0IC1
レジスタのビット7　)

SOTB1L ←
*p_buf_t1

データ送信

trans_cnt - 1
は0?

p_buf_t1 ←
p_buf_t1 + 1

最後のデータを送信?

Yes

No

CSI　くり返し送信

送信カウンタデクリメント

p_buf_t1
>

&buf_t1[SIZE_BUF_T1-1]

p_buf_t1 ←
&buf_t1[0]

ret

Yes
No

前回の送信データは
buf_t1[SIZE_BUF_T1]?

ポインタ初期化
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シリアル・インターフェース CSI　繰り返しモード受信( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 割り込み要求発生時に次の転送データを予約する事での可変長
のデータを受信することができます。

【関　　数　　名】 csi_rms0

【引　　　　　数】 unsigned char mul_rec_CSIM00 転送データのフォーマット
unsigned char mul_rec_CSIC0 カウントクロック
unsigned int rec_cnt データ転送回数

【処　理　内　容】 CSI繰り返しモードの受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：スレーブモード
データ長：8ビット
転送回数：10回
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSI00、SCK00端子の設定を行ってください。
・マスタ側の通信動作が開始前にコールして下さい。
・csi_rms0_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSI0IC0 INTCSI00割り込みのマスクとレベルの選択
CSIM00 CSI00の動作を制御
CSIC0 転送動作、クロックの選択

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 unsigned  char buf_rec0 [SIZE_BUF_REC0]
受信データを格納

unsigned  char  *p_buf_rec0 受信データ格納先のアドレス
unsigned int　receive_cnt 転送回数カウンタ

【フ ァ イ ル 名】 csi_rms0¥csi_rms0.c , csi_rms0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SI00、SCK0端子の設定の初期化は、csi_rms0_ini関数で行っています。
・通信を継続する為にメインループ内にcsi_rms0_mloop関数をコール
して下さい。
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シリアル・インターフェース CSI　繰り返しモード受信 ( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 割り込み要求発生時に次の転送データを予約する事での可変長
のデータを受信することができます。

【関　　数　　名】 csi_rms0_mloop

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 CSI0IF0がセットされたときに次のデータの受信予約を行います。

【起　動　方　法】 メインループでコールして下さい。

【使　用 S  F  R】 無し

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 unsigned  buf_rec0[SIZE_BUF_REC0] 受信データを格納
unsigned  char *p_buf_rec0 受信データ格納先のアドレス
unsigned int　receive_cnt 転送回数カウンタ

【フ ァ イ ル 名】 csi_rms0¥csi_rms0.c

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 csi_rms0_st

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 csi_rms0の起動関数です。

【起　動　方　法】 csi_rms0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSI0E0 CSI0動作許可
SIRB0L 受信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 unsigned char　buf_rec0[SIZE_BUF_REC0]　　受信バッファ

【フ ァ イ ル 名】 csi_rms0¥csi_rms0.c

【注　意　事　項】 無し
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CSI　くり返し受信

・受信カウンタ初期化
・INTCSI00割り込み処理禁止
・データフォーマットの設定
・カウントクロック
・受信モード
・CSI動作禁止
(　CSI0E1： CSIM00
レジスタのビット7　)

receive_cnt ← rec_cnt
CSI0MK0 ← 1

CSIM00 ← mul_rec_CSIM00
CSIC0 ← mul_rec_CSIC0
TRMD0 ← 0
CSI0E0 ← 0

CSI0E0 ← 1
CSI動作許可
(　CSI0E0： CSIM00レジスタのビット7　)

ret

csi_rms0_ini

PMC4.0 ← 1
PMC4.1 ← 1
PMC4.2 ← 1

SI01端子設定
SO00端子設定
SCK00端子設定

ret

csi_rms0

csi_rms0

ini_buf_rec0

CSOT0 は 0 ?

buf_rec0[0] ←
SIRB0L

Yes

No

アイドル状態?
(　CSOT0： CSIM00
レジスタのビット0　)

ダミーデータ受信

ini_buf_rec0

p_buf_rec0　←
&buf_rec0[0]

ret

count <
sizeof buf_rec0
/

sizeof buf_rec0[0]

*p_buf_rec0 ← 0

ループ
処理回数はSIZE_BUF_REC0回

Yes

No

p_buf_rec0
= p_buf_rec0 +1

初期値を格納

count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ←
 count + 1

カウンタを
インクリメント

ポインタ初期化

カウンタ初期化

p_buf_rec0 ←
&buf_rec0[0]

ポインタ
初期化

CSI　くり返し受信

受信データの初期化

main

csi_rms0_st

EI 割り込み許可

csi_rms0_ini

csi_rms0
_mloop

CSIくり返し受信

CSIくり返し受信
(起動)

次のデータを受信

csi_rms0_st

ret
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csi_rms0_mloop

ret

p_buf_rec0 ←
p_buf_rec0 + 1

ポインタ
インクリメント

ポインタ初期化

!receive_cnt
は 0 ?

Yes

No

割り込み要求フラグセット？
(　CSI0IF0： CSI0IC0レジスタのビット7　)

・割り込み要求フラグクリア
(　CSI0IF0： CSI0IC0レジスタのビット7　)
・受信カウンタデクリメント

CSI0IF0 は 0

CSI0IF0 ← 0
receive_cnt　←
receive_cnt - 1

Yes

*p_buf_rec0 ←
SIRB0L

データ受信

No

・最後から2回目
のデータを受信
・ポインタを
インクリメント

最後のデータを
受信

*p_buf_rec0 ← SIRBE0L
p_buf_rec0 ← p_buf_rec0 + 1

*p_buf_rec0 ←
SIO00L

CSOT0 は 0?

アイドル状態?
No

Yes

CSI0E0 ← 0 CSI動作禁止

CSI　くり返し受信

receive_cnt
は 1 ? Yes

No

p_buf_rec0 > &buf_rec0
[SIZE_BUF_REC0 - 1]

p_buf_rec0 ←
&buf_rec0[0]

ポインタ初期化

p_buf_rec0
> &buf_rec0
[SIZE_BUF_REC0 - 1]

p_buf_rec0 ←
&buf_rec0[0]

No

Yes

No

Yes

最後から1個前の
データを受信

最後の
データを受信

ポインタは
配列の終点?

ポインタは
配列の終点?
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シリアル・インターフェース CSI　繰り返しモード送受信 ( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 割り込み要求発生時に次の転送データを予約する事での可変長のデータを
送受信することができます。

【関　　数　　名】 csi_dmm0

【引　　　　　数】 unsigned char mul_CSIM00 転送データのフォーマット
unsigned char mul_CSIC0 カウントクロック
unsigned int t_r_cnt データ転送回数

【処　理　内　容】 CSI繰り返しモードの送受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：fxx/64
データ長：8ビット
初回送信データ：0xA5
2回目以降の送信データ：0ｘＡ5、0～70(10進)
転送回数：10回
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSI00、SO00、SCK00端子の設定を行ってください。
・スレーブ側の通信準備が終わった後でコールして下さい。
・csi_dmm0_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSI0IC0 INTCSI00割り込みのマスクとレベルの選択
CSIM00 CSI00の動作を制御
CSIC0 転送動作、クロックの選択

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 unsigned int tra_rec_cnt データ転送回数カウンタ

【フ ァ イ ル 名】 csi_dmm0¥csi_dmm0.c , csi_dmm0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SI00、SO00、SCK0端子の設定と送信、受信データ格納先の
初期化は、csi_dmm0_ini関数で行っています。
・通信を継続する為にメインループ内にcsi_dmm0_mloop関数をコール
して下さい。
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シリアル・インターフェース CSI　繰り返しモード送受信( CSIn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 割り込み要求発生時に次の転送データを予約する事での可変長
のデータを送信、受信することができます。

【関　　数　　名】 csi_dmm0_mloop

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 転送動作回数がTRA_REC_CNT回転送後に通信を停止します。

【起　動　方　法】 メインループにでコールして下さい。

【使　用 S  F  R】 無し

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 unsigned  char buf_tra0[SIZE_BUF_TRA0]
送信データ

unsigned  char p_ buf_tra0 送信データの格納先のアドレス
unsigned  char buf_rec0[SIZE_BUF_REC0]

受信データ
unsigned  char p_ buf_rec0 受信データの格納先のアドレス
unsigned int tra_rec_cnt データ転送回数カウンタ

【フ ァ イ ル 名】 csi_dmm0¥csi_dmm0.c 

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 csi_dmm0_st

【引　　　　　数】 unsigned char first_data 初回送信データ
unsigned char data_2 2回目送信データ

【処　理　内　容】 csi_dmm0の起動関数です。

【起　動　方　法】 csi_dmm0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSI0E10 CSI0動作許可
SOTBF0L 初回送信バッファ
SOTB0L 送信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 unsigned char　buf_rec0[SIZE_BUF_REC0]　　受信バッファ

【フ ァ イ ル 名】 csi_dmm0¥csi_dmm0.c

【注　意　事　項】 無し
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CSI　繰り返し送受信
csi_dmm0_ini

PMC4.0 ← 1
PMC4.1 ← 1
PMC4.2 ← 1

SI01端子設定
SO00端子設定
SCK00端子設定

ret

csi_dmm0

ini_buf_rec0

ini_buf_tra0

ini_buf_tra0

p_buf_tra0　←
buf_tra0

ret

count <
sizeof buf_tra0 /
sizeof buf_tra0[0]

*p_buf_tra0 ←
count * 10

ループ
処理回数はSIZE_BUF_TRA0]回 ?

Yes

No

p_buf_tra0 ←
p_buf_tra0 + 1

初期値を格納

count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ←
count + 1

カウンタを
インクリメント

ポインタ初期化

カウンタ初期化

p_buf_tra0 ←
buf_tra0

ポインタ
初期化

ini_buf_rec0

p_buf_rec0　←
&buf_rec0[0]

ret

count <
sizeof buf_rec0 /
sizeof buf_rec0[0]

*p_buf_rec0 ← 0

ループ
処理回数はSIZE_BUF_REC0回 ?

Yes

No

p_buf_rec0 ←
p_buf_rec0 + 1

初期値を格納

count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ←
 count + 1

カウンタを
インクリメント

ポインタ初期化

カウンタ初期化

p_buf_rec0 ←
buf_rec

ポインタ
初期化

main

csi_dmm0_ini

EI 割り込み許可

csi_dmm0
_mloop

CSI　繰り返し送受信

次のデータを送受信

CSI　繰り返し送受信

送信データ
初期化

受信データ
初期化

csi_dmm1_st
CSI　繰り返し送受信
(起動)
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CSI　繰り返しモード送受信

csi_dmm0_mloop

・ポインタ
  インクリメント
・ポインタ
  インクリメント
・転送カウンタ
  デクリメント

割り込み要求フラグセット？
(　CSI0IF0 ： CSI0IC0レジスタのビット7　)

CSI0IF0
は 1 ?

p_buf_rec0 ← p_buf_rec0 + 1
p_buf_tra0 ← p_buf_tra0 + 1
receive_cnt←receive_cnt - 1

No

Yes

*p_buf_rec0 ←
SIRB0L
SOTB0L ←
*p_buf_tra0

・データ受信
・データ送信

ret

tra_rec_cnt
は 0 ?

最後のデータを転送?

*p_buf_rec0
 ← SIO00L

Yes

No

最後のデータを
受信

CSI0IF0 ← 0
割り込み要求フラグクリア
(　CSI0IF0 ： CSI0IC0レジスタのビット7　)

・転送カウンタ初期化
・INTCSI00割り込み処理禁止
・データフォーマットの設定
・カウントクロック
・送受信モード
・CSI動作禁止
(　CSI0E1： CSIM00
レジスタのビット7　)

tra_rec_cnt ← t_r_cnt
CSI0IC0 ← 1
CSIM00 ← mul_CSIM00
CSIC0 ← mul_CSIC0
TRMD0 ← 1
CSI0E0 ← 0

CSI0E0 ← 1
CSI動作許可
(　CSI0IE0： CSIM000
レジスタのビット7　)

ret

csi_dmm0

CSOT0 は 0 ?

SOTBF0L ← first_data
SOTB0L ← data_2

Yes

No

アイドル状態?
(　CSOTO： CSIM000
レジスタのビット0　)

初回データ送信
2回目データ送信

ret

csi_dmm0_st

・ポインタ初期化
・ポインタ初期化

p_buf_rec0 >
&buf_rec0

[SIZE_BUF_TRA0 - 1]

p_buf_rec0 ←&buf_rec0[0]
p_buf_tra0 ←&buf_tra0[0]

Yes No

CSI0E0 ← 0
CSI動作禁止
(　CSI0IE0： CSIM000
レジスタのビット7　)
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シリアル・インターフェース CSIA　単発送信 ( CSIAn )  KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 CSIMA1 レジスタのCSIAE1ビット= 1 、ATE1ビット = 0のとき、
送信データバッファレジスタSIOA1へのライトで送信動作を開始しま
す。

【関　　数　　名】 acsi_tsm1

【引　　　　　数】 unsigned char sin_CSIMA1 転送データのフォーマット
unsigned char sin_CSIS1 fscka(入力クロック)
unsigned char sin_BRGCA1 クロックの分周

【処　理　内　容】 CSIA単発モードの送信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：fxx/16
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSOA1、SCKA1端子の設定を行ってください。
・スレーブ側の通信準備が終わった後でコールして下さい。
・acsi_tsm1_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSIAIC1 INTCSIA1割り込みのマスクとレベルの選択
CSIMA1 CSIA1の動作を制御
CSIS1 入力クロックの選択と動作ステータス
BRGCA1 シリアル転送スピードを制御

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_tsm1¥acsi_tsm1.c , asci_tsm1¥MAIN.C

【注　意　事　項】 SOA1、SCKA1端子の設定はacsi_tsm1_ini関数で行っています。
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シリアル・インターフェース　CSIA　単発送信 ( CSIAn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【関　　数　　名】 acsi_tsm1_mloop

【概　　　　　要】 1バイトデータ転送確認後送信動作を停止します。

【起　動　方　法】 メインループでコールして下さい。

【 call     関数】 無し

【変　 数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_tsm1¥acsi_tsm1.c

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 acsi_tsm1_st

【引　　　　　数】 unsigned char first_data 初回送信データ

【処　理　内　容】 acsi_tsm1の起動関数です。

【起　動　方　法】 acsi_tsm1関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSIAE1 CSIA1動作許可
SIOA1 送信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_tsm1¥acsi_tsm1.c

【注　意　事　項】 無し
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acsi_tsm1
_ini

SCKA1端子設定
SOA1端子設定

acsi_tsm1_ini

PFC9H.4 ← 1
PMC9H.4 ← 1
PFC9H.3 ← 1
PMC9H.3 ← 1

acsi_tsm1

ret

CSIA 単発送信モード

CSIA動作許可
(　CSIAE1： CSIMA1
レジスタのビット7　)

アイドル状態?

CSIAMK1 ← 1
CSIMA1 ← sin_CSIMA1
CSIS1 ← sin_CSIS1
BRGCA1 ← sin_BRGCA1

・INTCSIA1割り込み禁止
・データフォーマットの設定
・fscka
・カウントクロック

acsi_tsm1

CSIAE1 ← 1

データ送信

CSIS1.0 は 0?

SIOA1 ←
first_data

ret

No

Yes

割り込み要求
フラグセット？
(CSIAIF1 ： CSIAIC1
レジスタのビット7　)

割り込み要求フラグクリア
(　CSIAIF1 ： CSIAIC1
レジスタのビット7　)

アイドル状態?

acsi_tsm1_mloop

CSIS1.0 は 0?

CSIAIF1 は 1?

CSIAIF1 ← 0

CSIAE1 ← 0

ret

Yes
No

Yes

No

main

EI 割り込み許可

acsi_tsm1
_ini

acsi_tsm1
_mloop

CSIA 送信(起動)

CSIA 送信

次のデータを送信

CSIA 送信

ret

acsi_tsm1_st

INTCSIA1割り込み禁止
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シリアル・インターフェース CSIA　単発受信 ( CSIAn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 CSIMA0レジスタのCSIAE0ビット= 1 、ATE0ビット = 0のとき、
送信データバッファレジスタSIOA0へのダミーデータのライトで受信
動作を開始します。

【関　　数　　名】 acsi_rss0

【引　　　　　数】 unsigned char sin_rec_CSIMA0　　　転送データのフォーマット

【処　理　内　容】 CSIA単発モードの受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：スレーブモード
転送方向：MSB 

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSIA0、SCKA0端子の設定を行ってください。
・マスタ側の通信動作が開始前にコールして下さい。
・acsi_rss0_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSIAIC0 INTCSIA0割り込みのマスクとレベルの選択
CSIMA0 CSIA0の動作を制御
CSIS0 入力クロックの選択と動作ステータス

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 unsigned  char buf_rec0[SIZE_BUF_REC0] 受信データを格納

【割　り　込　み】 acsi_rss0_int 　

【割り込み 要 因】 INTCSIA0

【フ ァ イ ル 名】 acsi_rss0¥acsi_rss0.c , asci_rss0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 SIA0、SCKA0端子、受信データ初期値の設定はacsi_rss0_ini関数で
行っています。
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【関　　数　　名】 acsi_rss0_st

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 acsi_rss0の起動関数です。

【起　動　方　法】 acsi_rss0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSIAE0 CSIA0動作許可
SIOA0 受信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 unsigned  char buf_rec0[SIZE_BUF_REC0]
受信データを格納

【フ ァ イ ル 名】 acsi_rss0¥acsi_rss0.c , asci_rss0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 無し

割り込み関数

【関　　数　　名】 acsi_rss0_int

【概　　　　　要】 ・受信バッファレジスタからデータをリードし、ポインタ操作により、
buf_rec0[SIZE_BUF_REC0] の 受信データを 1 バイト格納し、 CSIA0 を
停止します。

【要　　　　　因】 INTCSIA0　データの受信

【 call     関数】 無し

【変　 数】 unsigned  char buf_rec0[SIZE_BUF_REC0] 受信データを格納
unsigned  char  *p_buf_rec0 受信データ格納先のアドレス

【フ ァ イ ル 名】 acsi_rss0¥acsi_rss0.c , asci_rss0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 無し
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CSIAMK0 ← 0
CSIMA0 ←
sin_rec_CSIMA0

CSIA　単発受信

SIA0端子設定
CSKA0端子設定

acsi_rss0_ini

PFC5.3 = 0
PMC5.3 = 1
PFC5.5 = 0
PMC5.5 = 1

ret

ini_buf_rec0

アイドル状態?

・INTCSIA1割り込み許可
・データフォーマットの設定

acsi_rss0

CSIAE0 ← 1

データ送信
データ受信

CSIS0.0 は 0?

SIOA0 ← 0xFF
buf_rec0[0] ←
SIOA0

ret

No

Yes

CSIA動作許可
(　CSIAE0： CSIMA0
レジスタのビット7　)

acsi_rss0

ini_buf_rec0

p_buf_rec0　←
&buf_rec0[0]

ret

count
<

(sizeof buf_rec0
/

sizeof buf_rec0[0])

*p_buf_rec0 ← 0

ループ
処理回数は
SIZE_BUF_REC0回

Yes

No

p_buf_rec0 ←
 p_buf_rec0 +1

初期値を格納

count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ←
 count + 1

カウンタを
インクリメント

ポインタ
初期化

カウンタ
初期化

p_buf_rec0 ←
&buf_rec0[0]

ポインタ
初期化

*p_buf_rec0 ←
SIOA0
SIOA0 ← 0xFF

acsi_rss0_int

p_buf_rec0 >
&buf_rec0[SIZ
E_BUF_REC0]

p_buf_rec0 ←
&buf_rec0[0]

CSIS0.0

p_buf_rec0 ←
p_buf_rec0 + 1

CSIAE0 ← 0

ret

Yes

No

No
Yes

ポインタ初期化

・データ受信
・ダミーデータ送信

ポインタ
インクリメント

アイドル状態?

INTCSIA0
(CSIA0の送信完了)

受信データ
初期化

CSIA 受信

main

acsi_rss0
_ini

EI 割り込み許可

CSIA　受信(設定)

acsi_rss0_st CSIA　受信(起動)

ret

acsi_rss0_st

CSIA動作禁止
(　CSIAE0： CSIMA0
レジスタのビット7　)
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シリアル・インターフェース CSIA　単発送受信 ( CSIAn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 CSIMA0 レジスタのCSIAE0ビット= 1 、ATE0ビット = 0で、送信
データバッファレジスタSIOA0へのライトで送受信動作を開始します。

【関　　数　　名】 acsi_dsm1

【引　　　　　数】 unsigned char sin_CSIMA1 転送データのフォーマット
unsigned char sin_CSIS1 fscka(入力クロック)
unsigned char sin_BRGCA1 クロックの分周

【処　理　内　容】 CSIA送信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：fxx/16
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSIA1、 SOA1 、SCKA1端子の設定を行ってください。
・スレーブ側の通信準備が終わった後でコールして下さい。
・acsi_dsm1_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSIAIC1 INTCSIA1割り込みのマスクとレベルの選択
CSIMA1 CSIA1の動作を制御
CSIS1 入力クロックの選択と動作ステータス
BRGCA1 シリアル転送スピードを制御

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_dsm1¥acsi_dsm1.c , asci_dsm1¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SIA1、 SOA1 、SCKA1端子、送信、受信データ初期値の設定は
acsi_dsm1_ini関数で行っています。
・通信を継続する為にメインループ内にacsi_dsm1_mloop関数をコール
して下さい。
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シリアル・インターフェース CSIA　単発送受信 ( CSIAn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【関　　数　　名】 acsi_dsm1_mloop

【概　　　　　要】 1バイトデータ転送確認後送受信動作を停止します

【起　動　方　法】 メインループでコールして下さい。

【 call     関数】 無し

【変　 数】 unsigned  char buf_rec1[SIZE_BUF_REC1] 受信データを格納
unsigned  char p_buf_rec1 受信データ格納先のアドレス

【フ ァ イ ル 名】 acsi_dsm1¥acsi_dsm1.c

【注　意　事　項】 ・SIA1、 SOA1 、SCKA1端子、送信データ初期値の設定は
acsi_tmm1_ini関数で行っています。

【関　　数　　名】 acsi_dsm1_st

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 acsi_dsm1の起動関数です。

【起　動　方　法】 acsi_dsm1関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSIAE1 CSIA1動作許可
SIOA1 初回受信バッファ
SIOA1 初回総信バッファ

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 unsigned  char buf_rec1[SIZE_BUF_REC1] 受信データを格納

【フ ァ イ ル 名】 acsi_dsm1¥acsi_dsm1.c

【注　意　事　項】 無し
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SCKA1端子設定
SOA1端子設定
SIA1端子設定

acsi_dsm1_ini

PFC9H.4 ← 1
PMC9H.4 ← 1
PFC9H.3 ← 1
PMC9H.3 ← 1
PFC9H.2 ← 1
PMC9H.2 ← 1

acsi_dsm1

ret

CSIA　単発送受信

CSIA動作許可

アイドル状態?

CSIAMK1 ← 1
CSIMA1 ← sin_CSIMA1
CSIS1 ← sin_CSIS1
BRGCA1 ← sin_BRGCA1

・INTCSIA0割り込み禁止
・データフォーマットの設定
・fscka
・カウントクロック

acsi_dsm1

CSIAE1 ← 1

データ送信
データ受信

CSIS1.0 は 0?

SIOA1 ← first_data
buf_rec1[0] ← SIOA1

ret

No

Yes

ini_buf_rec1

p_buf_rec1　←
&buf_rec1[0]

ret

count <
(sizeof buf_rec1
/

sizeof buf_rec1[0])

*p_buf_rec1 ← 0

ループ
処理回数は
SIZE_BUF_REC1回

Yes

No

p_buf_rec1 ←
p_buf_rec1 + 1

初期値を格納

count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ←
count + 1

カウンタを
インクリメント

ポインタ初期化

カウンタ初期化

p_buf_rec1 ←
&buf_rec1[0]

ポインタ
初期化

CSIA　単発送受信

ini_buf_rec1
受信データ
初期化

acsi_dsm1_st

main

EI 割り込み許可

acsi_dsm1
_ini

acsi_dsm1
_mloop

CSIA　単発送受信(起動)

CSIA　単発送受信

次のデータを送信

ret acsi_dsm1_st
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割り込み要求
フラグセット？

・割り込み要求
フラグクリア
・CSIA動作禁止
(　CSIAE0： CSIMA0
レジスタのビット7　)

データ受信

アイドル状態?

acsi_dsm1_mloop

CSIS1.0 は 0?

CSIAIF1 は 1?

*p_buf_rec1 ←
SIOA1

CSIAIF1 ← 0
CSIAE0 ← 0

ret

Yes
No

Yes

No

CSIA　単発送受信

p_buf_rec1
>

 &buf_rec1[SIZE
_BUF_REC1 - 1]

p_buf_rec1 ←
&buf_rec1[0]

p_buf_rec1 ←
p_buf_rec1 + 1

Yes

No

ポインタ初期化

ポインタ
インクリメント
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シリアル・インターフェース CSIA　自動モード送信 ( CSIAn )  KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 CSIMA1 レジスタのCSIAE1ビット= 1 、ATE1ビット = 1の時
CSIT1レジスタのATST1ビット = 1により、32バイトバッファRAMを
使用した自動送受信を行います。

【関　　数　　名】 acsi_tmm1

【引　　　　　数】 unsigned char mul_tra_CSIS1 　　　　fscka(入力クロック)
unsigned char mul_tra_BRGCA1 クロックの分周
unsigned char mul_tra_ADTP1 転送バイト数
unsigned char mul_tra_ADTI1 インターバル間隔
unsigned char mul_tra_CSIMA1　　　　 転送データのフォーマット

【処　理　内　容】 CSIA自動モード送信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：fxx/16
データ長：32バイト
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSOA1、SCKA1端子の設定を行ってください。
・acsi_tmm1_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSIAIC1 INTCSIA1割り込みのマスクとレベルの選択
CSIMA1 CSIA1の動作を制御
CSIS1 入力クロックの選択と動作ステータス
ADTP1 自動データ転送時の転送バイト数
ADTI1 自動データ転送時の1バイト間のインターバル時間
BRGCA1 シリアル転送スピードを制御

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_tmm1¥acsi_tmm1.c , asci_tmm1¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SIA1、 SOA1 、SCKA1端子の設定はacsi_tmm1_ini関数で行ってい
ます。
・通信を継続する為にメインループ内にacsi_tmm1_mloop関数をコー
ルして下さい。
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シリアル・インターフェース CSIA　自動モード送信 ( CSIAn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【関　　数　　名】 acsi_tmm1_mloop

【概　　　　　要】 mul_tra_ADTP1で指定したデータ転送確認後送信動作を停止します。

【起　動　方　法】 メインループでコールして下さい。

【 call     関数】 無し

【変　 数】 無し
【フ ァ イ ル 名】 acsi_tmm1¥acsi_tmm1.c
【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 ini_buf_acsi1

【引　　　　　数】 unsigned char tr_data バッファRAMの初期値

【処　理　内　容】 バッファRAMの初期化を行ないます。

【起　動　方　法】 acsi_tmm1関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 ADTP1 自動データ転送時の転送バイト数

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し
【フ ァ イ ル 名】 acsi_tmm1¥acsi_tmm1.c
【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 acsi_tmm1_st

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 acsi_tmm1の起動関数です。

【起　動　方　法】 acsi_tmm1関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSIAE1 CSIA1動作許可
ATSTA1 自動転送開始

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し
【フ ァ イ ル 名】 acsi_tmm1¥acsi_tmm1.c
【注　意　事　項】 無し
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SCKA1端子設定
SOA1端子設定
SIA1端子設定

acsi_tmm1
_ini

PFC9H.4 ← 1
PMC9H.4 ← 1
PFC9H.3 ← 1
PMC9H.3 ← 1
PFC9H.2 ← 1
PMC9H.2 ← 1

acsi_tmm1

ret

CSIA動作許可
(　CSIAE0： CSIMA0レジスタのビット7　)

アイドル状態?

mul_tra_CSIMA1 |= 0x80
CSIMA1 ← mul_tra_CSIMA1
CSIAMK1 ← 1

CSIS1 ← mul_tra_CSIS1
BRGCA1 ← mul_tra_BRGCA1
ADTP1 ← mul_tra_ADTP1
ADTI1 ← mul_tra_ADTI1

・CSIA動作許可
(CSIMA0レジスタのビット7)
・データフォーマットの設定
・INTCSIA1割り込み処理禁止
・fscka
・カウントクロック
・転送バイト数
・インターバル間隔

acsi_tmm1

CSIAE1 ← 1

自動送受信開始

CSIS1.0 は 0?

ATSTA1 ← 1

ret

No
Yes

ini_buf_acsi1

CSIAE1 = 1

ret

count <=
ADTP1

*p_buf_acsi1
← tr_data

ループ
処理回数はADTP1回

Yes
No

p_buf_acsi1 ←
p_buf_acsi1 +1

初期値を格納

p_buf_acsi1 ← ADR_CSIA1B0
count ← 0

ポインタ
インクリメント

count ←
count + 1

カウンタを
インクリメント

・ポインタ初期化
・カウンタ初期化

p_buf_acsi1
← ADR_CSIA1B0

ポインタ
初期化

バッファRAMの初期化

acsi_tmm1_st

main

EI 割り込み許可

acsi_tmm1
_ini

acsi_tmm1
_mloop

CSIAくり返し送信

次のデータを送信

CSIAくり返し送信

ini_buf
_acsi1

ret

acsi_tmm1_st

CSIA動作許可
(　CSIAE1： CSIMA1
レジスタのビット7　)

CSIAくり返し送信(起動)

割り込み要求
フラグセット？

割り込み要求
フラグクリア

アイドル状態?

acsi_tmm1_mloop

CSIS1.0 は 0?

CSIAIF1 は 1?

CSIAIF1 ← 0

ret

Yes No

Yes No

自動送受信停止
(　ATSTA0： CSIT0
レジスタのビット0　)

ATSTA1 ← 0

CSIA　自動モード送信
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シリアル・インターフェース CSIA　自動モード受信 ( CSIAn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 CSIMA0 レジスタのCSIAE0ビット= 1 、ATE0ビット = 1の時
CSIT0レジスタのATST0ビット = 1により、 32バイトバッファRAMを
使用した自動送受信を行います。

【関　　数　　名】 acsi_rms0

【引　　　　　数】 unsigned char mul_rec_CSIS0 　　　　fscka(入力クロック)
unsigned char mul_rec_BRGCA0         クロックの分周
unsigned char mul_rec_ADTP0          転送バイト数
unsigned char mul_rec_ADTI0 インターバル間隔
unsigned char mul_rec_CSIMA0　　　　 転送データのフォーマット

【処　理　内　容】 CSIA自動モード受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：スレーブモード
データ長：32バイト
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSIA0、SCKA0端子の設定を行ってください。
・acsi_rms0_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSIAIC0 INTCSIA0割り込みのマスクとレベルの選択
CSIMA0 CSIA0の動作を制御
CSIS0 入力クロックの選択と動作ステータス
ADTP0 自動データ転送時の転送バイト数
ADTI0 自動データ転送時の1バイト間のインターバル時間

【 call     関数】 main メイン関数

【変　 　　数】 無し

【割　り　込　み】 acsi_rms0_int

【割り込み 要 因】 INTCSIA0

【フ ァ イ ル 名】 acsi_rms0¥acsi_rms0.c , asci_rms0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SIA0、SCKA0端子の設定は acsi_rms0_ini関数で行っています。
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【関　　数　　名】 acsi_rms0_st

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 acsi_rms0の起動関数です。

【起　動　方　法】 acsi_rms0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSIAE0 CSIA0動作許可
ATSTA0 自動転送開始

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_rms0¥acsi_rms0.c , asci_rms0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 ini_buf_acsi0

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 バッファRAMの初期化を行ないます。

【起　動　方　法】 acsi_rms0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 ADTP0 自動データ転送時の転送バイト数

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_rms0¥acsi_rms0.c

【注　意　事　項】 無し

割り込み関数

【関　　数　　名】 acsi_rms0_int

【概　　　　　要】 mul_rec_ADTP0で指定したデータ転送確認後受信動作を停止します。

【要　　　　　因】 INTCSIA0 CSIA0の転送完了

【 call     関数】 無し

【変　 数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_rms0¥acsi_rms0.c

【注　意　事　項】 無し
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CSIA　自動モード受信

SIA0端子設定
SCKA0端子設定

acsi_rms0_ini

PFC5.3 ← 0
PMC5.3 ← 1
PFC5.5 ← 0
PMC5.5 ← 1

acsi_rms0

ret

ini_buf_acsi0

CSIAE0 = 1

ret

count_0 <=
ADTP0

*p_buf ← 0

ループ
処理回数ADTP0は回

Yes
No

p_buf
= p_buf +1

初期値を格納

p_buf ← ADR_CSIA0B0
count_0 ← 0

ポインタ
インクリメント

count_0 ←
count_0 +1

カウンタを
インクリメント

・ポインタ初期化
・カウンタ初期化

p_buf　←
ADR_CSIA0B0

ポインタ
初期化

アイドル状態?

mul_rec_CSIMA0 |= 0x80
CSIMA0 ← mul_rec_CSIMA0
CSIAMK0 ← 0

CSIS0 ← mul_rec_CSIS0
BRGCA0 ← mul_rec_BRGCA0
ADTP0 ← mul_rec_ADTP0
ADTI0 ← mul_rec_CSIMA0

・CSIA動作許可
(CSIMA0レジスタのビット7)
・データフォーマットの設定
・INTCSIA1割り込み処理許可
・fscka
・カウントクロック
・転送バイト数
・インターバル間隔

acsi_rms0

CSIAE0 ← 1

CSIS0.0 は 0?

ATSTA0 ← 1

ret

No

Yes

CSIA動作許可

自動送受信開始

INTCSIA0
(CSIA0の送信完了)

acsi_rms0_int

CSIS0.0 は 0?

ATSTA0 ← 0
自動送受信停止
(ATSTA0： CSIT0
レジスタのビット0)

reti

No

Yes

CSIAくり返し受信

main

acsi_rms0
_ini

EI 割り込み許可

CSIAくり返し受信(設定)

acsi_rms0_st CSIAくり返し受信(起動)

ini_buf
_acsi0

バッファRAMの初期化

ret

acsi_rms0_st

CSIA動作許可
(　CSIAE0： CSIMA0
レジスタのビット7　)
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シリアル・インターフェース CSIA　自動モード送受信 ( CSIAn )  KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【機　　　　　能】 CSIMA0 レジスタのCSIAE0ビット= 1 、ATE0ビット = 1の時
CSIT0レジスタのATST0ビット = 1により、 32バイトバッファRAMを
使用した自動送受信を行います。

【関　　数　　名】 acsi_dmm0

【引　　　　　数】 unsigned char mul_CSIS0 　　　fscka(入力クロック)
unsigned char mul_BRGCA0           クロックの分周
unsigned char mul_ADTP0            転送バイト数
unsigned char mul_ADTI0 インターバル間隔
unsigned char mul_CSIMA0　　　　 　転送データのフォーマット

【処　理　内　容】 CSIA自動モード送受信動作の設定を行います。設定は以下の通りです。
カウントクロック：fxx/16
データ長：32バイト
転送方向：MSB

【起　動　方　法】 ・初期設定でコールして下さい。
・コールする前にSIA0、 SOA0 、SCKA0端子の設定を行ってください。
・acsi_dmm0_st関数のコールにより通信を開始して下さい。

【使　用 S  F  R】 CSIAIC0 INTCSIA0割り込みのマスクとレベルの選択
CSIMA0 CSIA0の動作を制御
CSIS0 入力クロックの選択と動作ステータス
ADTP0 自動データ転送時の転送バイト数
ADTI0 自動データ転送時の1バイト間のインターバル時間
BRGCA0 シリアル転送スピードを制御

【 call     関数】 main メイン関数
ini_buf_acsi0 バッファRAMを初期化

【変　 　　数】 無し

【フ ァ イ ル 名】 acsi_dmm0¥acsi_dmm0.c , asci_dmm0¥MAIN.C

【注　意　事　項】 ・SIA0、 SOA0 、SCKA0端子の設定はacsi_dmm0_ini関数で
行っています。
・通信を継続する為にメインループ内にacsi_dmm0_mloop関数をコール
して下さい。
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シリアル・インターフェース CSIA　自動モード送受信 ( CSIAn ) KF1 / KG1 : n = 0-1

KJ1  : n = 0-2

【関　　数　　名】 acsi_dmm0_st

【引　　　　　数】 無し

【処　理　内　容】 acsi_dmm0の起動関数です。

【起　動　方　法】 acsi_dmm0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 CSIAE0 CSIA0動作許可
ATSTA0 自動転送開始

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し
【フ ァ イ ル 名】 acsi_dmm0¥acsi_dmm0.c , asci_dmm0¥MAIN.C
【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 ini_buf_acsi0

【引　　　　　数】 unsigned char data バッファRAMの初期値

【処　理　内　容】 バッファRAMの初期化を行ないます。

【起　動　方　法】 acsi_rms0関数の後にコールしてください。

【使　用 S  F  R】 ADTP0 自動データ転送時の転送バイト数

【 call     関数】 無し

【変　 　　数】 無し
【フ ァ イ ル 名】 acsi_dmm0¥acsi_dmm0.c , asci_dmm0¥MAIN.C
【注　意　事　項】 無し

【関　　数　　名】 acsi_dmm0_mloop

【概　　　　　要】 mul_ADTP0で指定したデータ転送確認後受信動作を停止します。

【起　動　方　法】 メインループでコールして下さい。

【 call     関数】 無し

【変　 数】 無し
【フ ァ イ ル 名】 acsi_dmm0¥acsi_dmm0.c , asci_dmm0¥MAIN.C
【注　意　事　項】 無し
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CSIA　自動モード送受信

SIA0端子設定
SOA0端子設定
SCKA0端子設定

acsi_dmm0_ini

PFC5.3 ← 0
PMC5.3 ← 1
PFC5.4 ← 0
PMC5.4 ← 1
PFC5.5 ← 0
PMC5.5 ← 1

acsi_dmm0

ret

アイドル状態?

mul_CSIMA0 |= 0x80
CSIMA0  ← mul_CSIMA0
CSIAMK0 ← 1
CSIS0 ← mul_CSIS0
BRGCA0 ← mul_BRGCA0
ADTP0← mul_ADTP0
ADTI0 ← mul_CSIMA0

・CSIA動作許可
(CSIMA0レジスタのビット7)
・データフォーマットの設定
・INTCSIA0割り込み処理禁止
・fscka
・カウントクロック
・転送バイト数
・インターバル間隔

acsi_dmm0

CSIAE0 ← 1

CSIS0.0 は 0?

ATSTA0 ← 1

ret

No

Yes

CSIA動作許可
(　CSIAE0： CSIEA0
レジスタのビット7　)

自動送受信開始
(　ATSTA0： CSIT0
レジスタのビット0　)

割り込み要求
フラグセット？

割り込み要求
フラグクリア
(　CSIAIF0 ： CSIEA0
レジスタのビット7　)

アイドル状態?

acsi_dmm0_mloop

CSIS0.0 は 0?

CSIAIF0 は 1?

CSIAIF0 ← 0

ret

No

No

自動送受信停止
(　CSIAE0：CSIAIC0
レジスタのビット7　)

ATSTA0 ← 0

ini_buf_acsi0

ret

count_0 <=
ADTP0

*p_buf_acsi0 ← data

ループ
処理回数ADTP0回

Yes
No

初期値を
格納

p_buf_acsi0　←
ADR_CSIA0B0
count_0 ← 0

p_buf_acsi0 ← p_buf_acsi0 + 1
count_0 ← count_0 + 1

・ポインタ
インクリメント
・カウンタを
インクリメント

・ポインタ初期化
・カウンタ初期化

p_buf_acsi0　←
ADR_CSIA0B0

ポインタ
初期化

acsi_dmm0
_ini

main

EI
割り込み
許可

acsi_dmm0
_mloop

Yes

Yes

CSIA　
自動モード送受信

次のデータを送信

CSIA　
自動モード送受信

ini_buf
_acsi0

acsi_dmm0_st

acsi_dmm0_st

ret

CSIA　
自動モード送受信(起動)

バッファRAMの初期化


